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小諸厚生総合病院の新病院イメージ図（小諸厚生総合病院HPより）

問
　
荒
廃
地
復
旧
対
策
事
業

補
助
の
内
容
は
何
か
。

答　

荒
廃
地
を
復
旧
し
て
作

物
を
植
え
る
場
合
の
市
単
独

補
助
事
業
で
あ
り
、今
回
は
永

年
性
作
物
で
5
件
、
面
積
で

4
7
9
㌃
を
予
定
し
て
お
り
、

当
初
よ
り
3
8
1
㌃
増
加
し
た
。

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

市
内
事
業
所
の
設
備
投

資
に
対
す
る
補
助
制
度
に
建
物

等
9
件
、機
械
8
件
の
申
請
予

定
が
あ
り
、合
計
1
6
1
0
万

円
の
補
正
を
す
る
。企
業
の
設

備
投
資
が
若
干
増
え
て
い
る
よ

う
だ
。

客
増
に
合
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
内

部
改
修
を
す
る
。屋
根
等
改
修

は
、雨
漏
り
し
て
お
り
、文
化
庁

に
相
談
し
て
国
庫
補
助
で
屋
根

ふ
き
か
え
事
業
が
可
能
と
な
っ

た
。

問
　
商
工
業
振
興
条
例
に
基

づ
く
助
成
補
助
金
の
内
訳
は
ど

同
額
の
補
助
を
決
め
た
。

※
移
転
新
築
事
業
の
概
要

　
　

平
成
28
年
3
月
着
工
、29

年
10
月
竣
工
で
開
院
時
期
は

29
年
の
12
月
を
目
途
。総
事

業
費
83
億
5
1
0
0
万
円

問
　
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

に
係
る
観
光
商
品
企
画
・
制
作

事
業
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
「
真
田
丸
」
で
海
野
宿
の

観
光
客
が
増
え
、地
域
の
お
土

産
が
欲
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、観
光
協
会
の
商
品
開
発

に
市
が
補
助
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

問
　
海
野
宿
歴
史
民
俗
資
料

館
の
内
部
や
屋
根
等
改
修
工
事

の
内
容
は
何
か
。

答　

資
料
館
の
展
示
ケ
ー
ス

は
中
古
品
利
用
で
、パ
ネ
ル
や

畳
も
古
い
ま
ま
だ
っ
た
。観
光

の
か
。

答　

平
成
22
年
4
月
に
東
御

市
、小
諸
市
、軽
井
沢
町
、御
代

田
町
が
浅
間
山
麓
中
核
医
療
の

充
実
に
関
す
る
要
望
書
を
厚
生

連
に
提
出
し
、病
院
の
早
期
再

構
築
と
高
度
医
療
、救
急
医
療

の
向
上
を
求
め
た
。本
年
9
月

に
厚
生
連
か
ら
東
御
市
へ
、事

業
に
対
す
る
財
政
支
援
を
求
め

る「
小
諸
厚
生
総
合
病
院
再
構

築
に
関
す
る
要
望
書
」
が
提
出

さ
れ
た
。

問
　
東
御
市
民
の
利
用
状
況

と
補
助
金
額
5
5
0
0
万
円
の

根
拠
は
何
か
。

答　

昨
年
度
の
利
用
者
約

22
万
人
の
15
％
程
が
東
御
市
民

で
あ
る
。佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー

整
備
の
際
、上
田
地
域
広
域
連

合
・
ふ
る
さ
と
基
金
か
ら
均
等

割
と
人
口
割
で
約
5
4
9
3
万

円
の
支
援
を
し
て
お
り
、ほ
ぼ

問
　
土
地
売
払
収
入
の
売
却

先
や
単
価
は
ど
う
か
。

答　

羽
毛
山
工
業
団
地
内
の

用
地
を
長
野
ト
ヨ
タ
株
式
会
社

が
2
億
1
4
2
0
万
円
で
取
得

す
る
契
約
が
調
と
と
の
っ
た
。簿
価
に

対
し
98
％
の
金
額
で
あ
る
。

問
　
売
払
収
入
を
市
債
の
繰

上
償
還
に
充
て
る
理
由
は
何
か
。

答　

土
地
開
発
公
社
か
ら
買

戻
し
や
代
物
弁
済
し
た
土
地
の

売
却
収
入
を
原
資
と
し
て
繰
上

償
還
を
す
る
も
の
で
、将
来
に

わ
た
っ
て
1
6
1
0
万
円
ほ
ど

の
利
息
が
軽
減
で
き
、財
政
の

健
全
化
が
図
ら
れ
る
。

問
　
小
諸
厚
生
総
合
病
院
へ

の
補
助
金
は
ど
う
い
う
経
緯
な

総
括
質
疑

土地開発公社の 財産整理すすむ

補
正
予
算
な
ど
総
括
質
疑

条
例
審
議

非常用発電機設備等修繕工事………………… 1,653
農地中間管理事業補助金……………………… 12,527
明神館改修増築工事等備品購入……………… 10,700
臨時災害放送局設備整備事業補助金………… 21,600
北御牧子育て支援センター修繕……………… 1,700
北御牧中学校放送設備更新…………………… 2,500
滋野小学校給食室修繕………………………… 3,000
海野宿資料館改修……………屋根6,000　内部3,000
絵画館木道改修………………………………… 2,885
中央公園立木管理委託………………………… 2,484
地方債繰上償還金…………………………… 244,024

一般会計補正予算主な内容 （千円）

　

平
成
27
年
第
4
回
定
例
会
に
は
、3
億
8
8
9
5
万
円

余
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
10
件
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

東
御
市
個
人
番
号
の
利
用
等
に関す

る
条
例

東
御
市
芸
術
む
ら
公
園
条
例
の一

部
改
正

小諸厚生総合病院移転新築 支援へ

土
地
売
払
収
入
と
市
債

繰
上
償
還

商
工
観
光
の
取
り
組
み

農
業
振
興
関
連

小
諸
厚
生
総
合
病
院
・

移
転
新
築
整
備
支
援

事
業
補
助
金

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
係

の
条
例
で
す
。東
御
市
で
実

施
す
る
事
務
に
個
人
番
号
を

利
用
す
る
に
は
、条
例
で
定

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
番

号
法
第
9
条
2
、9
号
）

問
　
利
用
を
可
能
に
し
た

事
務
は
ど
う
い
う
内
容
か
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、

多
数
の
事
務
が
提
示
さ
れ
て

　
「
農
と
交
流
す
る
」
拠
点

と
し
て
改
修
が
進
む
芸
術
む

ら
公
園
の
各
施
設
に
つ
い
て
、

料
金
な
ど
を
改
正
す
る
条
例

で
す
。明
神
館
は
日
帰
り
入

浴
利
用
時
間
と
宿
泊
料
金
上

限
額
の
改
正
を
し
ま
す
。2

棟
の
増
築
を
し
て
い
る
コ

テ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
利
用
料

を
定
め
ま
す
。

問
　
改
修
さ
れ
た
明
神
館

の
宿
泊
料
金
設
定
は
、ど
ん

い
た
。

答　

行
政
の
効
率
化
な
ど

に
効
果
が
高
く
、
準
備
の

整
っ
た
事
務
を
条
例
化
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は

利
用
を
予
定
す
る
事
務
を

提
示
し
て
い
る
。提
示
し
な

か
っ
た
事
務
へ
の
利
用
は
今

の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
な
い
。

な
算
定
を
し
た
の
か
。

答　

改
修
に
よ
り
部
屋
の

種
類
は
4
種
類（
和
室
、和

洋
室
、ツ
イ
ン
ル
ー
ム
、展
望

風
呂
付
）
に
な
る
。和
室
、和

洋
室
が
従
前
の
グ
レ
ー
ド
と

同
じ
で
、そ
の
料
金
を
基
本

に
上
限
額
を
設
定
し
た
。ま

た
平
日
、休
日
料
金
の
ほ
か

特
別
日（
年
末
年
始
な
ど
）

の
料
金
を
設
け
た
。

問
　
新
規
就
農
者
へ
の
果
樹

苗
木
補
助
金
の
増
額
補
正
の
内

容
は
ど
う
か
。

答　

就
農
初
期
の
3
年
間
に

苗
木
購
入
の
半
分
を
市
が
補
助

す
る
も
の
。生
食
ブ
ド
ウ
5
名
、

リ
ン
ゴ
1
名
、ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ

3
名
の
計
9
名
で
あ
る
。

問
　
農
地
中
間
管
理
事
業
の

機
構
集
積
協
力
金
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

答　

農
地
の
貸
付
希
望
者
と

借
受
希
望
者
と
を
仲
介
す
る

仕
組
み
で
、長
野
県
農
地
中
間

管
理
機
構
へ
10
年
以
上
の
期
間
、

農
地
を
貸
付
け
て
、か
つ
一
定

要
件
に
該
当
し
た
場
合
に
貸
付

者
に
交
付
さ
れ
る
も
の
。協
力

金
に
は
地
域
集
積
、経
営
転
換
、

耕
作
者
集
積
の
3
種
類
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
地
域
集
積
協
力
金
は

祢
津
御
堂
地
区
の
推
進
委
員
会

に
交
付
さ
れ
る
。

問
　
緊
急
災
害
時
の
情
報
伝

達
の
た
め
に
出
力
増
大
す
る
と

の
事
だ
が
、難
聴
地
域
は
今
度

の
改
修
で
全
て
カ
バ
ー
で
き
る

の
か
。

答　

通
常
、出
力
20
㍗
で
放
送

を
し
て
い
る
が
、臨
時
災
害
放

送
局
を
設
け
た
時
は
出
力
制

限
な
く
放
送
が
で
き
る
。関
係

機
関
等
の
調
査
に
よ
り
最
高

1
0
0
㍗
あ
れ
ば
難
聴
地
域
も

す
べ
て
聴
こ
え
る
と
さ
れ
、最

高
1
0
0
㍗
ま
で
出
せ
る
設
備

に
す
る
。

臨
時
災
害
放
送
局
に

関
す
る
補
正
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し
た
い
。ま
た
、中
央
公
民
館
と

同
様
の
減
免
と
な
る
よ
う
教
育

委
員
会
と
協
議
す
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

芸
術
む
ら
公
園
条
例

　

こ
の
条
例
は
、ア
ー
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
明
神
館
の
改
修
に
合
わ

せ
、宿
泊
者
の
満
足
度
向
上
を

図
る
た
め
宿
泊
機
能
の
強
化
及

び
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提

供
す
る
農
林
業
体
験
交
流
施
設

教
育
委
員
会
に
な
れ
ば
、社
会

教
育
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
は
中
央
公
民
館
と
同
様
に

減
免
と
な
る
の
か
、特
定
の
団

体
利
用
に
偏
る
事
の
無
い
様
に

す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

改
修
の
際
は
ダ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
な
ど
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

壁
の
一
面
を
開
閉
式
の
鏡
と
す

る
な
ど
、会
議
だ
け
で
な
く
、広

く
市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

　

本
委
員
会
は
12
月
14
日
に
付

託
さ
れ
た
条
例
改
正
2
件
、財

産
の
処
分
に
つ
い
て
1
件
を
審

査
及
び
処
理
場
2
箇
所
の
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

青
年
研
修
セ
ン
タ
ー
条
例

　

こ
の
条
例
は
、青
年
研
修
セ

ン
タ
ー
の
改
修
に
合
わ
せ
て
、

宿
泊
利
用
の
廃
止
及
び
使
用
料

の
額
を
見
直
す
為
の
も
の
で
す
。

　

質
疑
で
は
、今
後
の
管
理
が

財
源
と
な
る
が
軽
減
税
率
は
必

要
で
あ
る
等
と
意
見
が
あ
り
採

択
に
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
負

担
軽
減
の
陳
情

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、法

定
委
任
事
務
と
し
て
自
治
体
が

行
な
う
も
の
な
の
で
、財
政
的

な
負
担
は
国
の
負
担
と
す
べ
き

と
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

介
護
労
働
者
の
処
遇
・
人
員

配
置
改
善
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
内
容
の
、全
て
を
国
費

で
と
な
る
と
増
税
に
な
り
か
ね

な
い
等
の
意
見
が
あ
り
、介
護

現
場
で
働
く
労
働
者
の
改
善
は

必
要
と
一
部
採
択
と
決
定
し
ま

し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
懇
談

　

来
所
さ
れ
た
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
支
援
セ
ン
タ
ー
は
環
境
が
良

く
快
適
に
利
用
で
き
る
。

　

本
委
員
会
は
、12
月
14
日
に

付
託
さ
れ
た
新
設
、一
部
改
正

条
例
2
件
、陳
情
3
件
の
審
査
。

15
日
は
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
利
用
者
と
懇
談
を
し
ま

し
た
。 

個
人
番
号
の
利
用
等
の
条

例
・
税
条
例
等
の
一
部
改

正
条
例

　

こ
の
二
つ
の
個
人
番
号
に
関

す
る
条
例
は
、市
民
が
理
解
し

に
く
い
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の

懸
念
も
あ
る
等
の
意
見
が
あ

り「
個
人
番
号
に
関
す
る
説
明

冊
子
等
を
作
成
し
、正
確
な
情

報
を
市
民
に
周
知
。窓
口
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
丁
寧
な
対
応
を

心
掛
け
る
こ
と
」
と
付
し
可
決

し
ま
し
た
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
の
導

入
を
求
め
る
陳
情

　

軽
減
税
率
を
導
入
し
て
も
一

世
帯
当
た
り
約
4
万
円
の
増
税

と
な
り
、逆
進
性
は
解
消
さ
れ

な
い
。増
税
分
は
社
会
保
障
の

御
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」に
つ
い
て
は
、可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
」の
審
査
に
つ
い
て
は
、法
案

採
決
後
の
世
論
調
査
に
お
い
て

国
民
の
8
割
が
十
分
な
審
議
が

さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
、主
権

者
た
る
国
民
の
一
番
身
近
な
地

方
議
会
が
引
続
き
意
見
し
て
い

く
べ
き
と
の
賛
成
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

不
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
で

は
、実
質
の
審
議
時
間
か
ら
は

十
分
審
議
さ
れ
て
い
る
、国
の

最
高
議
決
機
関
が
民
主
主
義
の

ル
ー
ル
に
基
づ
き
出
し
た
結
果

で
あ
り
、そ
の
内
容
に
基
づ
き

地
方
議
会
は
動
い
て
い
く
事
が

原
則
だ
、と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。採
決
の
結
果
、賛
成
少
数

で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、12
月
14
日
に

付
託
さ
れ
た
議
案
2
件
と
陳
情

1
件
の
審
査
及
び
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

公
平
に
選
挙
機
会
が
持
て

る
為
の
公
費
負
担
の
条
例

　
「
東
御
市
議
会
議
員
及
び
東

御
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
」で
は
、選
挙
運
動
に
か
か
る

費
用
の
う
ち
、有
償
契
約
を
締

結
し
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
届

出
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
公

費
負
担
を
す
る
に
あ
た
り
、国

の
基
準
や
県
内
他
市
の
状
況
等

を
勘
案
し
て
、そ
の
限
度
額
を

定
め
る
条
例
で
す
。①
選
挙
運

動
用
自
動
車
費
用
、②
選
挙
運

動
用
ビ
ラ
作
成
費
用（
市
長
選

挙
の
み
）、③
選
挙
運
動
用
ポ
ス

タ
ー
作
成
費
用
、以
上
に
つ
い

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
「
東
御
市
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
東

FMとうみの放送設備

多くのご意見がお聴きできた子育て支援センターで　の懇談

改修工事中のアートヴィレッジ明神館

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
明
神
館
の

日
帰
り
客
に
配
慮
し
宿
泊
客
増
を

産業
建設

を
設
置
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
利
用

料
金
及
び
利
用
時
間
を
改
正
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

質
疑
で
は
、「
明
神
館
は
市
民

の
福
利
厚
生
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
あ
り
、日
帰
り
客
に
も
配

慮
す
べ
き
だ
。今
回
の
改
修
は

宿
泊
者
の
満
足
度
の
向
上
を
図

る
た
め
だ
が
、日
帰
り
利
用
客

の
満
足
も
両
方
得
る
の
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
」「
宿
泊
客
の

脱
衣
所
を
別
に
で
き
な
い
か
」

「
も
う
一
つ
お
風
呂
は
つ
く
れ

な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま

し
た
。

　

担
当
課
か
ら
は
、利
用
時
間

に
つ
い
て
は
、宿
泊
者
の
要
望

総務
文教

社会
福祉

臨
時
災
害
放
送
局
と
し
て
の

F
M
と
う
み
を
現
地
調
査

　

臨
時
災
害
放
送
局
と
は
、大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、そ
の
被
害
軽
減
に
役
立
つ

よ
う
、市
が
開
設
す
る
臨
時
か

つ
一
時
の
目
的
の
為
の
F
M
放

送
局
の
こ
と
を
い
い
、空
中
線

電
力
に
よ
り
、
1
0
0
w
の
出

力
を
可
能
に
し
た
も
の
で
す
。

＊
親
子
で
友
だ
ち
が
増
え
る
。

＊
一
時
保
育
や
休
日
保
育
を
気

軽
に
利
用
し
た
い
。

＊
第
3
子
の
保
育
料
は
、同
時

入
園
で
な
く
て
も
無
料
に
。

＊
子
育
て
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
制
度
が
ほ
し
い
な
ど
。

 　

お
聞
き
し
た
ご
意
見
や
課

題
を
参
考
に
し
、よ
り
良
い
子

育
て
支
援
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

を
尊
重
し
て
改
正
し
た
、脱
衣

所
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

FMとうみ 臨時災害放送機能の強化
より安心安全な生活をサポート

マイナンバーカードは市民へ周知し丁寧な対応を
子育て中の保護者と懇談
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住
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
上
で
ど
の
程
度
の

議
員
定
数
が
必
要
な
の
か
を
十
分
検
討
す
べ

き
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
計
６

回
の
審
議
の
う
ち
、議
員
定
数
に
つ
い
て
の

実
質
的
な
審
議
は
大
町
市
議
会
の
視
察
を
挟

ん
で
わ
ず
か
３
回
、合
計
８
時
間
に
も
満
た

な
い
審
議
だ
っ
た
。到
底
検
討
す
べ
き
課
題

を
尽
く
し
た
審
議
と
は
言
え
な
い
。住
民
参

加
の
措
置
も
と
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

第
２
の
問
題
は
、削
減
の
規
模
及
び
理
由

に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
な
い
こ
と
だ
。議

会
改
革
、議
員
定
数
を
考
え
る
に
当
た
っ
て

次
の
点
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

第
１
、議
会
は
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

い
、予
算
、条
例
な
ど
を
審
議
、決
定
し
、市
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
提
言
し
、執
行
機
関

は
、よ
り
一
層
の
議
会
活
動
の
強
化
で
あ
り
、

あ
わ
せ
て
議
会
改
革
で
あ
る
。

　

議
会
改
革
が
イ
コ
ー
ル
定
数
削
減
あ
り
き

で
は
な
い
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
民

意
の
反
映
に
努
め
、議
会
機
能
が
十
分
発
揮

で
き
る
よ
う
議
員
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。人
口
減
少
の

現
状
に
真
摯
に
向
き
合
い
、議
員
定
数
を
削

減
し
て
も
、よ
り
多
く
の
市
民
の
声
に
こ
た

え
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
議
会
が
果
た
す
べ

き
責
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

昨
年
来
の
審
議
を
ふ
ま
え
て

　

市
議
会
で
は
、昨
年
度
か
ら
議
会
改
革
調

査
研
究
委
員
会
を
設
置
し
、常
任
委
員
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
き
た
。

現
在
の
３
常
任
委
員
会
か
ら
２
常
任
委
員
会

　

第
１
の
問
題
は
、定

数
は
東
御
市
議
会
の
在

り
方
の
根
本
に
か
か

わ
る
こ
と
で
あ
り
、慎

重
審
議
、検
討
が
必
要

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
が
十
分
で

な
い
ま
ま
結
論
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

十
分
な
検
討
が
な
い
決
定

　

平
成
23
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
で
、地

方
議
会
の
議
員
定
数
上
限
規
定
が
廃
止
さ
れ
、

各
議
会
の
自
主
的
、自
律
的
判
断
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。東
御
市
議
会
の
議

会
機
能
の
充
実
強
化
の
た
め
、今
日
の
地
方

分
権
の
進
行
で
自
治
体
機
能
拡
大
が
進
ん
で

い
る
中
で
求
め
ら
れ
る
議
会
の
機
能
、行
政

監
視
機
能
、政
策
提
言
機
能
な
ど
の
発
揮
と
、

　

地
方
議
員
に
と
っ
て

最
大
の
権
限
と
責
任
は

議
決
権
の
行
使
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
議
員
は
市

民
の
声
や
自
ら
の
調
査

研
究
か
ら
到
達
し
た
結
論
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、議
員
の
定
数
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
常
に
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
。

人
口
減
少
に
向
き
あ
う

　

一
方
、何
名
の
議
員
構
成
が
妥
当
な
の
か

と
い
う
客
観
的
な
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
現
状
の
議
員
定
数
を
維
持
し
な

け
れ
ば
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
な
い
と

す
る
根
拠
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
な
い
。

　

今
、当
市
議
会
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

い
、議
員
定
数
を
削
減
し
て
も
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
声
に
こ
た

え
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
、議

会
が
果
た
す
べ
き
責
務
を
全
う

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
判
断
し
、

議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
の
意
見
が
大
勢

を
占
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
会
改
革
特
別

委
員
会
で
の
審
議
結
果
を
踏
ま

え
、議
員
提
出
議
案
に
つ
き
ま

し
て
は
、本
市
議
会
の
議
員
の

定
数
を
19
人
か
ら
17
人
に
改
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
交
付
の
日
以
降

の
最
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
の

選
挙
期
日
の
告
示
の
日
か
ら
施

行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

提
案
説
明

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お

い
て
6
回
の
委
員
会
の
開
催
と

大
町
市
議
会
視
察
を
行
い
、議

会
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
審

議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
に
は
、多
様
な
市
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
出

来
る
体
制
が
必
要
で
あ
り
、そ

の
意
味
で
は
議
員
数
が
多
い

方
が
、よ
り
深
い
審
査
・
議
論
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、し

か
し
、一
方
で
本
市
の
人
口
は

2
0
0
5
年（
平
成
17
年
）
を

ピ
ー
ク
に
減
少
が
進
み
、今
後

も
減
少
傾
向
が
顕
在
化
し
て
い

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

東
御
市
議
会
に
お
い
て
も
人
口

減
少
の
現
状
に
真
摯
に
向
き
合

東御市議会の議員定数 19から2削減し 17に

議
員
提
出
議
案

　
東
御
市
議
会
の
議
員
の
定
数
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
長青

木
　
周
次

　
12
月
東
御
市
議
会
最
終
日
の
本
会
議
に
東
御

市
議
会
議
員
定
数
条
例
改
正
案
が
議
員
提
案
で

提
出
さ
れ
、賛
成
16
反
対
2
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。同
条
例
は
6
月
議
会
の
最
終
日
に
設
置
さ

れ
た
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
審
議
を
経
て
提

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。議
会
定
数
を
現
行
の
19

人
か
ら
2
人
削
減
し
17
人
と
す
る
内
容
で
す
。

施
行
は
、今
年
11
月
に
予
定
さ
れ
る
次
回
の
市

議
会
議
員
選
挙
か
ら
。議
会
改
革
特
別
委
員
会

は
引
き
続
き
、常
任
委
員
会
の
数
お
よ
び
構
成

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。

特別委員会の審議経過
第1回特別委員会
平成27年6月25日 ●正副委員長を互選により選出

第2回特別委員会
7月23日

●付議事項と今後の進め方を確認
　●議会改革調査研究委員会での研究結果を踏まえ、意見交換

第3回特別委員会
8月24日

●常任委員会設置の見直しについて
　●審議・常任委員会数を3から2へ、1減を決定　【採決結果　7:1】

第4回特別委員会
9月14日

●常任委員会設置の見直しについて
　●次回、2委員会で運営している大町市議会視察の実施を決定

議会視察
10月5日 ●大町市議会視察

第5回特別委員会
10月20日

●大町市議会視察のまとめ
●議員定数について
　●次回議員定数を決することを確認
●常任委員会のあり方について
　●委員会数の減等については、改選後に適用とすることを決定

第6回特別委員会
11月4日

●議員定数について・審議
　●議員定数を19人から17人の2減を決定【採決結果　2減=7人:現状維持=1人】
●常任委員会の体制について
　●会派持ち帰りで、検討することを確認
●議会改革に関する中間報告することを決定

中間報告書提出
12月1日

●「議会改革特別委員会第1回中間報告（議員定数及び常任委員会の数について）」を、
　正副委員長から議長へ提出
●第4回定例会本会議において、「議会改革特別委員会報告」により委員長報告
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議員定数の推移

を
監
視
す
る
使
命
が
あ
り
、こ
の
た
め
に
何

人
の
議
員
が
、ど
う
機
能
を
発
揮
強
化
す
べ

き
か
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
行
定
数
で
実
質
改
革
こ
そ
必
要

　

第
２
、現
行
定
数
が
ベ
タ
ー
だ
と
考
え
る
。

全
国
3
万
人
台
の
自
治
体
90
の
内
、6
割
超

が
定
数
18
〜
20
で
あ
り
、東
御
市
議
会
が
と

り
わ
け
多
い
わ
け
で
は
な
い
。定
数
を
減
ら

す
こ
と
は
市
民
の
意
思
を
市
政
に
反
映
す
る

道
を
狭
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
３
、削
減
し
て
も
議
会
の
機
能
を
果
た

せ
る
と
い
う
が
、な
ら
ば
今
も
議
会
・
議
員
が

し
っ
か
り
し
た
機
能
を
発
揮
し
、市
民
の
負

託
に
こ
た
え
る
こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ
、現
在

の
議
会
活
動
の
検
証
と
改
革
努
力
こ
そ
必
要

と
考
え
る
。

に
減
ず
る
こ
と
に
よ
り
、１
常
任
委
員
会
の

所
属
員
数
の
見
直
し
を
行
い
、委
員
会
で
の

審
査
の
充
実
と
議
論
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。つ
い
て
は
早
期
に
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、議
員
定
数
見
直
し
を
念
頭

に
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
議
会

改
革
調
査
研
究
委
員
会
の
検
討
結
果
を
受
け
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、議
員
定

数
に
つ
い
て
審
議
し
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
決
定
し
た
こ
と
で
あ
り
、市
議

会
が
よ
り
活
性
化
し
た
議
会
と
な
る
べ
く
努

力
す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

あ
え
て
自
ら
進
ん
で
厳
し
い
選
択
を
す
る
こ

と
が
、今
ま
で
以
上
に
市
民
と
議
員
と
の
信

頼
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
と
確
信

す
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
こ
そ
が
議
員
定
数

削
減
の
最
大
の
効
果
で
あ
る
。

討論討論 反 対賛 成 平林　千秋 議員依田　政雄 議員
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一 般 質 問一 般 質 問

市政を問う
一 般 質 問 項 目

を
計
画
期
間
と
し
た
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
6
期
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
が

増
加
す
る
中
で
、

住
み
慣
れ
た
地

域
で
高
齢
者
自

身
が
生
き
が
い

を
持
ち
、健
康

を
維
持
し
な
が

ら
生
活
で
き
る

こ
と
は
誰
で
も

が
望
む
こ
と
で

あ
る
。

　
「
健
や
か
で

生
き
生
き
と
安

心
を
結
ぶ
福
祉

の
ま
ち
」
を
基

本
理
念
に
、そ

の
実
現
の
た
め

問
　
東
御
市
に
お
け
る
高
齢

者
対
策
は
、ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。将
来
に
向
け
て
の

高
齢
者
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長　

本
年
3
月
、

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で

問
　
市
内
の
病
院
等
3
施
設
は

前
年
に
比
べ
、入
院
患
者
や
外
来

患
者
の
減
少
等
に
よ
り
収
益
が

減
じ
て
い
る
。9
月
決
算
時
の
附

帯
意
見「
病
院
関
係
者
は
一
丸

と
な
っ
て
危
機
感
を
持
ち
経
営

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
中
で
す
べ
て

の
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
す
為
の
仕
組
で
あ
る
と
考
え

る
。こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

あ
た
っ
て
は
全
庁
あ
げ
て
取
り

組
み
、早
期
に

構
築
さ
せ
る
べ

き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

　

地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
は

地
域
の
特
徴
を

大
切
に
し
な
が

ら
、自
立
し
、お

互
い
に
助
け
合

い
寄
り
添
い
支

え
合
う
地
域
を

目
指
し
、市
民

民
間
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
支

援
す
る
仕
組
と

改
善
が
必
要
」の
受
け
止
め
は
。

病
院
事
務
長　

各
施
設
の
管
理

者
職
員
一
同
、重
く
受
け
止
め
こ

れ
ま
で
以
上
に
経
営
改
革
に
取

組
む
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
。

問
　

9
月
の
監
査
報
告
で
病

院
事
業
の
刷
新

が
急
務
。経
営

課
題
の
中
に
、

経
営
形
態
の
あ

り
方
の
決
断
時

期
と
あ
っ
た
が
。

市
長　

合
併
の

時
に
診
療
所

と
市
民
病
院
は
、

そ
の
特
徴
を
活

か
し
た
運
営
が

望
ま
し
い
と
結

論
。現
時
点
の

中
で
病
院
等
の

機
能
等
を
よ
り

良
い
形
に
し
て

い
く
と
い
う
努

考
え
て
い
る
。こ
の
施
策
は
福

祉
全
般
に
対
し
て
有
効
な
も
の

と
考
え
る
の
で
庁
内
関
係
部
署

の
協
力
を
得
な
が
ら
関
係
機
関
、

市
民
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

健
診
事
業
に
つ
い
て

問
　
市
民
の
健
康
を
守
る
為

の
健
診
の
受
診
率
と
、ガ
ン
の

検
診
率
の
向
上
の
為
に
種
々
の

ガ
ン
検
診
を
セ
ッ
ト
で
行
う
事

は
で
き
な
い
か

健
康
福
祉
部
長　

健
診
率
向
上

の
為
、来
年
度
か
ら
検
診
バ
ス

を
利
用
し
集
団
検
診
を
取
り
入

れ
て
い
く
。セ
ッ
ト
検
診
に
つ

い
て
は
実
施
自
治
体
の
研
究
を

し
、医
療
機
関
と
も
協
議
を
行

い
、市
民
の
利
便
性
を
図
る
為

実
施
に
向
け
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
。

力
を
も
う
少
し
さ
せ
て
い
た
だ

く
。環
境
と
し
て
は
、周
り
を
囲

む
病
院
が
全
て
新
し
く
建
て
変

わ
り
、期
待
さ
れ
た
高
度
化
医

療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
が
、両

方
の
都
合
に
よ
っ
て
う
ま
く
い

か
な
い
状
況
と
か
マ
イ
ナ
ス
要

因
が
読
み
と
違
っ
て
重
な
っ
て

い
る
。経
営
形
態
を
変
え
れ
ば

解
決
す
る
と
い
う
段
階
に
現
時

点
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

資
源
物
売
払
い
金
の
還
元
を

問
　
資
源
物
売
払
い
収
入
を

各
区
に
還
元
し
た
ら
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

資
源
物
売

払
い
の
26
年
度
実
績
は
、
約

8
6
1
万
円
。本
年
度
の
ご
み

処
理
経
費
は
、一
般
財
源
よ
り

約
3
億
6
千
万
円
見
込
む
。施

設
整
備
も
含
め
売
払
い
金
は
、

ご
み
処
理
の
貴
重
な
財
源
に
活

用
し
た
い
。

三縄　雅枝議員

問答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は

全
庁
あ
げ
て

庁
内
関
係
部
署
の
協
力
と
関
係
機
関
、

市
民
と
連
携
し
な
が
ら

依田　俊良議員

問答

高
齢
者
対
策
をど

の
よ
う
に
進
め
る
か

基
本
目
標
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
る

阿部　貴代枝議員

問答

病
院
事
業
の
経
営
改
善
は

病
院
等
の
機
能
等
を

よ
り
良
い
形
に
し
て
い
く

依田　俊良…………………………………………………
●高齢者対策について
●地方創生（ 先行型）の進捗状況と今後の取り組みは
●教育問題について
阿部　貴代枝………………………………………………
●ごみ減量の取り組みについて
●病院事業の経営改善について
●課題の多いネット社会から子どもたちを守る取り組み

について
●「 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

の施行について
三縄　雅枝…………………………………………………
●安全で安心して暮らす為に
町田　千秋…………………………………………………
●東御市の観光振興について
●湯の丸高原施設整備基本構想について
平林　千秋…………………………………………………
●市民病院の役割について
●オスプレイ訓練空域の設定について
●土砂災害防止と開発問題について
●ＴＰＰ大筋合意について
依田　政雄…………………………………………………
●電力の自由化と取り組みについて

●「 引きこもり」の社会復帰支援の取り組みについて
●若年層の自殺対策強化について
若林　幹雄…………………………………………………
●湯の丸・池の平の観光客への取り組みをどうするべきか
●東御市のご当地グルメをこれからどのように育ててい

くのか
●子育て支援への取り組みをどのように進めるのか
横山　好範…………………………………………………
●総合戦略の施策推進について
●市長所信について
蓮見　喜昭…………………………………………………
●市民病院の経営状況について
●大河ドラマ「 真田丸」と東御市への観光について
窪田　俊介…………………………………………………
●特別支援教育等について
●生活保護の基準引き下げについて
井出　進一…………………………………………………
●消防団について
●県道改良について
●花岡市政について

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
や

医
療
と
介
護
の
連
携
の
強
化
等
、

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活

総
合
支
援
事
業
へ
の
円
滑
な
移

行
な
ど
、8
項
目
の
基
本
目
標

を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
認
知
症
に
対
す
る
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
・

啓
発
の
推
進
と
し
て
、認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と
活
動
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

11
月
末
現
在
1
4
2
9
名
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
行
い
、サ

ポ
ー
タ
ー
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

認
知
症
の
方
を
支
え
て
い
る
。

　

ま
た
、認
知
症
の
状
態
に
応

じ
た
適
時
適
切
な
医
療
・
介
護

等
の
提
供
と
し
て
、認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
を
連
携
役
と
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

A
議
員
の

市
か
ら
の
答えQ問い

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
に
つ
い
て

問
　
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
の
一
環
で
あ
る
。

議員
11人

東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。 東御市議会 検索

前回の議会だより（ 第47号）の「 市政を問う」で、校正に誤りがありまし
た。市民の皆様及び該当議員にお詫びするとともに、下記のとおり訂正
いたします。
11ページ下段（誤）防災灯→（ 正）防犯灯…３箇所（ 青木周次議員）
12ページ下段（誤）防災カメラ→（ 正）防犯カメラ…２箇所（ 三縄雅枝議員）
13ページ下段（誤）長期入院院→（ 正）長期入院…１箇所（ 依田政雄議員）

チャレンジデーの朝に体操する市民 健康のためにマレットゴルフを楽しむ市民（ 海野マレットゴルフ場）

市民に親しまれる病院等をめざして
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一 般 質 問一 般 質 問

人
で
4
分
の
3
以
上
が
東
御
市

民
の
利
用
だ
。人
間
ド
ッ
ク
な

ど
各
種
健
診
で
6
千
数
百
人
が

利
用
し
て
い
る
。

問  

現
在
の
医
療
体
制
の
中
で

市
民
病
院
の
担
っ
て
い
る
役
割
、

今
後
の
方
向
は
。

市
民
病
院
長　

東
信
地
域
で
は

佐
久
、上
田
の

医
療
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
整
備
と

医
療
機
関
の
連

携
で
地
域
完

結
型
の
医
療
体

制
が
整
っ
て
き

て
、い
わ
ば
地

域
全
体
が
大
き

な
病
院
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

市
民
病
院
は
す

べ
て
の
患
者
を

受
け
入
れ
、そ

を
求
め
る
。

市
長　

総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
る
施
策
、観

光
拠
点
の
整
備
と
情
報
発
信
の

強
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
施

設
整
備
に
関
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
で
あ
り
、

湯
の
丸
高
原

の
最
盛
期
の
に

ぎ
わ
い
と
東
御

市
観
光
へ
の
波

及
効
果
を
目
指

し
て
策
定
し
た
。

具
体
的
に
は
、

高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
用
施
設
の

誘
致
と
体
育
館

や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

と
し
て
も
活
用

可
能
な
多
目
的

ホ
ー
ル
の
建
設

を
目
指
す
。

外
来
入
院
で
7
万
6
千
人

問
　
市
民
病
院
の
利
用
状
況

は
。

病
院
事
務
長　

年
間
延
べ
数
で

入
院
1
万
6
千
人
、外
来
6
万

問
　
湯
の
丸
高
原
施
設
整
備

基
本
構
想
を
策
定
し
公
表
し
た
。

そ
こ
で
新
た
な
基
本
構
想
は
何

の
た
め
に
作
成
し
、具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

市
民
に
理
解
さ
れ
る
様
な
答
弁

問
　

4
月
よ
り
電
気
小
売
業

の
全
面
自
由
化
に
な
る
が
、公

共
施
設
に
お
け
る
電
気
の
現
状
、

公
共
施
設
の
新
電
力
の
導
入
に

つ
い
て
。

総
務
部
長　

安
定
供
給
の
確
保

問
　
湯
の
丸
の
観
光
客
を
増

や
す
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

見
る
だ
け
の

観
光
か
ら
自
然
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
体
験
型
観
光
へ
の
転
換
が
必

要
だ
。そ
の
た
め
湯
の
丸
地
域

を
前
提
と
し
た
電
気
料
金
の
抑

制
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。情
報
収
集
に

努
め
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

引
き
こ
も
り
の
社
会
復
帰

支
援
の
取
り
組
み
は

問
　
現
役
世

代
の
不
就
労

者
・
引
き
こ
も

り
の
増
加
は
、

地
域
の
活
性
化

を
妨
げ
る
だ
け

で
な
く
、高
齢

家
庭
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

引
き
こ
も
り
者

の
社
会
復
帰
支

援
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

　

相
談
窓
口
及

び
支
援
の
強
化

を
図
る
と
と
も

観
光
ガ
イ
ド
を
設
置
す
る
。

問
　
学
校
法
人
堀
之
内
学
園

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
山
荘
を
自
然

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
し
て
活

用
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

施
設
が
開
い
て
い
る
時

の
市
民
利
用

は
可
能
だ
。

く
る
み
を
ご
当

地
グ
ル
メ
に

問
　
く
る
み

は
全
国
的
に

も
注
目
さ
れ

て
お
り
、ご
当

地
グ
ル
メ
を

開
発
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

く
る

み
ブ
ー
ム
が

予
想
を
超
え

て
早
く
来
て

い
る
。行
政
と

に
、「
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
セ
ン

タ
ー
」
を
始
め
と
す
る
関
係
機

関
と
連
携
し
、地
域
で
の
引
き

こ
も
り
者
の
社
会
復
帰
支
援
に

努
め
た
い
。

若
年
層
の
自
殺
対
策
強
化

に
つ
い
て

問
　
若
年
層
を
は
じ
め
と
す

る
自
殺
防
止
の
た
め
の
対
策
強

化
と
防
止
対
策
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

講
演
会
や
講

座
等
に
よ
り
意
識
の
啓
発
を
図

る
と
と
も
に
、相
談
窓
口
及
び
自

殺
関
連
専
用
の
電
話
相
談「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ

ル
」
や
社
会
福
祉
法
人
が
運
営

す
る「
長
野
い
の
ち
の
電
話
」の

周
知
等
、相
談
し
や
す
い
体
制
づ

く
り
を
更
に
進
め
る
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
東
御
こ
こ
ろ
の
む
き

あ
い
ネ
ッ
ト
」
か
ら
入
る
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
の
態
勢
を
整
え
る
。

し
て
く
る
み
の
伝
統
食
を
残
し

て
行
く
。ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い

と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。

多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
減
免
を

問
　
子
育
て
支
援
で
い
ま
足

り
な
い
の
は
2
人
・
3
人
以
上

の
子
供
を
育
て
て
い
る
世
帯
へ

の
支
援
策
だ
。3
子
以
上
へ
の

保
育
料
の
全
額
補
助
を
実
施
し

た
ら
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

全
額
免
除
す

る
に
は
1
4
7
0
万
円
か
か
り
、

財
政
負
担
が
大
き
い
。今
後
国

や
県
の
動
き
を
注
視
し
た
い
。

問
　
子
育
て
に
対
す
る
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に「
子

育
て
支
援
応
援
都
市
宣
言
」
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

こ
れ
ま
で
に

も
子
育
て
に
つ
い
て
は
最
重
要

で
取
り
組
ん
で
き
た
。あ
ら
た

め
て
宣
言
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

平林　千秋議員

問答

東
御
市
民
病
院
は
今
後
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
く
の
か

病
院
長「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
」の

中
核
的
な
病
院
を
め
ざ
す

町田　千秋議員

問答

湯
の
丸
高
原
施
設
整
備
基
本
構
想
の

具
体
的
な
内
容
は

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
プ
ー
ル
の
誘
致

と
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設
を
目
指
す

依田　政雄議員

問答

電
力
自
由
化
と新電

力
の
導
入
に
つ
い
て

最
も
経
済
的
か
つ
効
率
的
な
電
力
導
入

に
つ
い
て
比
較
検
討
し
て
い
く

若林　幹雄議員

問答

子
育
て
支
援
の
た
め
第
３
子
以
降
の

保
育
料
を
無
料
に
で
き
な
い
か

実
現
に
は
１
４
７
０
万
円
か
か
り

財
政
的
に
困
難
だ

の
患
者
に
も
っ
と
も
必
要
な
医

療
を
判
断
し
、高
度
の
医
療
が

必
要
な
患
者
は
高
度
医
療
病
院

を
紹
介
、市
民
病
院
で
診
れ
る

患
者
は
し
っ
か
り
受
け
入
れ
る
。

　

ま
た
高
齢
者
の
方
を
総
合
的

に
診
て
い
く
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
大
き
な

目
標
が
あ
る
。

公
立
で
存
続
さ
せ
た
い

問
　
病
院
開
設
者
と
し
て
の

市
長
の
見
解
は
。

市
長  

市
民
病
院
の
立
ち
位

置
、市
民
に
と
っ
て「
あ
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
活
動
が
で
き

る
な
ら
し
っ
か
り
公
立
病
院
と

し
て
存
続
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。そ
の
た
め
に
病
院
関
係

者
、市
も
最
大
限
の
努
力
を
し

て
、市
民
に
認
め
ら
れ
る
病
院

と
し
て
存
続
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

十と
う
味み

と
十と
う
美み

を
市
民
か
ら

公
募
し
観
光
振
興
に
活
用

し
た
ら
ど
う
か
。

問
　
10
月
3
日
は
、「
東
御
の

日
」
と
し
て
市
民
に
定
着
し
て

き
た
。そ
こ
で
市
の
名
に
ち
な

ん
で
新
た
に
十
の
味
と
十
の
美

を
市
民
か
ら
公
募
し
て
、地
元

の
こ
と
を
皆
が
知
り
誇
り
を

も
っ
て
観
光
客
を
お
も
て
な
し

す
る
事
で
観
光
振
興
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

良
い
提
案
を
い
た
だ
い

た
。現
在
景
観
を
考
え
る
会
が

活
動
さ
れ
て
い
る
。大
切
な
東

御
の
売
り
と
し
て
今
後
市
も
積

極
的
に
関
与
し
て
い
き
た
い
。

昨年策定された「 湯の丸高原施設整備基本構想」東御市ホームページトップの態勢整った
「 東御こころのむきあいネット」と「 セルフチェック」

しげの里づくりの会主催によるくるみ料理・くるみ菓子のコンテスト 市民病院の役割図

こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
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一 般 質 問

を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
。そ

し
て
人
材
不
足
か
ら
の
正
職
員

化
を
図
っ
た
結
果
で
あ
る
。

問
　
職
員
の
平
均
年
齢
も
高
い

が
若
返
り
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

病
院
事
務
長　

毎
年
退
職
者
も

少
な
く
、構
造
的
な
要
因
が
あ

る
と
考
え
る
。医
師
も
研
修
医

の
受
け
入
れ
が
で
き
ず
、医
師

の
高
齢
化
、そ
れ
に
伴
い
賃
金

問
　
市
民
病
院
の
歳
出
の
う

ち
人
件
費
の
占
め
る
割
合
が
高

い
が
な
ぜ
か
。

病
院
事
務
長　

人
件
費
に
関
し

て
は
5
年
間
で
2
億
2
0
0

0
万
円
増
加
し
、26
年
度
決
算

で
9
億
7
0
0
0
万
円
あ
ま
り

と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
小
規

模
多
機
能
、い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ

ス
を
や
っ
て
き
た
な
か
で
職
員

問
　
市
民
病
院
の「
こ
と
ば
の

外
来
」
へ
の
相
談
状
況
は
ど
う

か
。

病
院
事
務
長　

平
成
26
年
4
月

の
開
設
以
来
、毎
週
水
曜
日
に
実

施
し
て
き
た
。い
わ
ゆ
る「
き
つ

音
」
に
関
す
る
相
談
は
1
0
0

件
余
、そ
れ
以
外
は
20
件
余
で
あ

る
。「
き
つ
音
」
に
関
す
る
相
談

の
3
分
の
2
は
就
学
前
児
童
や

消
防
団
に
つ
い
て

問
　
消
防
団
の
人
員
確
保
と

福
利
厚
生
に
対
し
て
市
の
対
応

は
。

総
務
部
長　

各
部
に
お
い
て
区

小
学
生
で
、残
り
は
学
生
や
社
会

人
で
あ
る
。言
語
聴
覚
士
が
相
談

に
乗
り
、検
査
や
助
言
、指
導
を

行
う
。親
御
さ
ん
や
周
囲
へ
の
助

言
な
ど
寛
容
で
理
解
あ
る
環
境

づ
く
り
、ご
本
人
の
受
け
止
め
方

の
支
援
、楽
な
話
し
方
で
滑
ら
か

に
話
す
体
験
を
促
進
す
る
等
、改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

と
協
力
し
な
が
ら
、各
戸
訪
問

や
非
難
訓
練
時
等
の
チ
ラ
シ
配

布
活
動
、分
団
で
は
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

福
利
厚
生
に
つ
い
て
は
、市

内
4
箇
所
の
日
帰
り
温
泉
施
設

の
利
用
券
を
配

布
し
て
い
る
。

問
　
部
の
統

廃
合
や
再
編
の

具
体
的
な
動
き

は
。

総
務
部
長　

団

員
を
確
保
し
、

消
防
団
を
存
続

し
て
い
く
た
め

に
、消
防
団
組

織
等
検
討
会
を

発
足
し
検
討
し

て
い
る
。

問
　
現
在
、3
歳
児
健
診
に
言

語
聴
覚
士
が
同
席
し
て「
こ
と

ば
の
外
来
」に
繋
い
で
い
る
。学

校
で
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
は
、言
葉
の
不
安

を
抱
え
る
児
童
の
み
な
ら
ず
、す

べ
て
の
配
慮
を
要
す
る
お
子
さ

ん
に
つ
い
て
連
絡
を
取
り
合
い

対
応
し
て
い
る
。支
援
会
議
に
は

医
療
、教
育
、福
祉
、労
働
等
の
皆

さ
ん
に
必
要
に
応
じ
て
出
席
い

た
だ
き
、保
護
者
も
交
え
て
共
通

理
解
を
す
す
め
て
い
る
。

問
　
理
解
あ
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
も「
こ
と
ば
の
教
室
」

の
設
置
は
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

長
期
的
に
改
善
を
見

届
け
る
に
は「
こ
と
ば
の
外
来
」

が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。仮
に
小
学

校
に「
教
室
」を
開
設
し
て
も
中

学
校
に
無
い
た
め
、そ
こ
で
支
援

が
途
切
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
も
背
景
に
あ
る
。

県
道
改
良
に
つ
い
て

問
　
地
元
の
念
願
だ
っ
た
宮
バ

イ
パ
ス
が
開
通
し
1
年
半
が
経

過
し
た
。そ
の
影
響
や
効
果
は
。

都
市
整
備
部
長　

地
域
間
の
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
防
災
・
減
災

機
能
の
向
上
、旧
道
の
通
過
交

通
の
減
少
に
よ
り
沿
線
住
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
の
質
の
向
上
に

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

花
岡
市
政
に
つ
い
て

問
　

2
期
8
年
の
花
岡
市
政

で
市
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

市
長　

小
学
校
区
単
位
の
地
域

づ
く
り
、工
業
団
地
の
販
売
、新

た
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
増
加
や
近

隣
市
町
村
と
連
携
し
た
ワ
イ
ン

産
業
の
発
展
な
ど
、今
後
の
東

御
市
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
が

多
く
な
り
、元
気
に
な
っ
て
き

た
と
感
じ
て
い
る
。

蓮見　喜昭議員

問答

市
民
病
院
の
経
営
改
善
は

ど
う
し
て
い
く
の
か

コ
ス
ト
を
意
識
し
、時
間
を
か
け
て

改
善
し
て
い
く

窪田　俊介議員

問答
「
こ
と
ば
の
教
室
」設
置
は

必
要
で
は
な
い
か

改
善
を
見
届
け
る
に
は

「
こ
と
ば
の
外
来
」が
ベ
ス
ト

井出　進一議員

問答

２
期
８
年
の
市
政
運
営
に
関
し
て
の

自
己
採
点
は

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
段
階
で
Ｂ
＋プ

ラ
ス 

＋プ
ラ
ス

が
妥
当

と
考
え
て
い
る

も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。今
後

業
務
内
容
を
精
査
し
つ
つ
、時

間
を
か
け
て
改
善
し
て
い
く
。

問
　
今
後
の
収
益
改
善
の
た

め
に
何
か
あ
る
か
。

病
院
事
務
長　

透
析
に
関
し
て

は
7
、8
割
が
市
民
利
用
と
い

う
こ
と
で
、安
定
し
た
稼
働
、収

入
に
な
っ
て
い
る
。今
後
は
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
の
運
用
を
拡

大
し
て
い
く
。

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」に

つ
い
て

問
　
東
御
市
に
お
け
る「
真
田

丸
」
関
連
の
観
光
誘
致
の
取
組

み
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　
「
真
田
氏

ゆ
か
り
の
海
野
一
族
の
里
」
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
情
報
発
信
、

上
田
地
域
と
も
広
域
的
な
誘
客

宣
伝
を
し
て
い
る
。

基
本
と
し
人
口
減
少
を
克
服
し
、

活
力
あ
る
東
御
市
づ
く
り
の
た

め
の
も
の
で
個
別
計
画
で
あ
る
。

問
　
総
合
戦
略
の
施
策
展
開

方
法
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

4
つ
の
基
本
目
標

を
定
め
、国
が

地
方
創
生
の
た

め
に
用
意
す
る

交
付
金
を
活
用

し
、目
標
達
成

の
た
め
効
果
の

あ
る
事
業
を
優

先
的
に
実
施
す

る
。

地
域
ビ
ジ
ョ

ン
へ
の
支
援

問
　
各
地
区

の
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
活
動
へ

の
支
援
は
、地

域
が
自
由
に
展

問
　
総
合
計
画
と
総
合
戦
略

の
関
連
性
と
総
合
戦
略
の
位
置

づ
け
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

総
合
計
画
は
市
の

最
上
位
計
画
で
あ
る
。総
合
戦

略
は
、市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

「 言葉の外来」相談内訳と「 きつ音」相談の年齢内訳

収益改善が求められる市民病院

横山　好範議員

問答

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
位
置
づ
け
は
ど
う
か

活
力
あ
る
東
御
市
づ
く
り
の
た
め
の

個
別
計
画
で
あ
る

開
で
き
る
新
た
な
予
算
を
確
保

す
る
べ
き
だ
。

市
長　

地
域
活
動
推
進
の
た
め

に
は
、新
た
な
交
付
金
シ
ス
テ

ム
が
必
要
な
時
期
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
る
。財
政
状
況
を
含

め
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

市
長
の
所
信
に
つ
い
て

問
　

2
期
8
年
市
政
を
担
当

し
た
成
果
は
ど
う
か
。

市
長　

市
民
が
主
役
の「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

ワ
イ
ン
振
興
、保
育
園
整
備
、

助
産
所
の
開
所
、公
共
施
設
整

備
、財
政
基
盤
の
安
定
化
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
。安
全
安
心
の

住
み
よ
さ
を
提
供
し
、東
御
市

の
魅
力
と
元
気
を
市
外
に
発
信

で
き
た
。

和地区ビジョン策定会議（ 小中学生も参加）

完成した宮バイパス
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問
　
議
員
が
い
ろ
ん
な
こ
と

を
や
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
東
御
市
が
元
気
に
希
望
を

持
っ
て
生
き
る
街
づ
く
り
は
や

は
り
議
会
か
ら
だ
と
思
う
。い

ろ
い
ろ
あ
る
と
は
思
う
が
、議

員
各
位
の
益
々
の
奮
闘
を
お
願

い
し
た
い
。

答　

心
か
ら
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
い
う
街
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。そ
う
い
っ
た
思
い
は

全
議
員
同
じ
で
あ
る
の
で
、一

生
懸
命
議
会
活
動
を
し
て
い
き

た
い
。

　

数
年
前「
議
会
は
何
を
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
声

が
全
国
的
に
あ
り
、〝
開
か
れ
た
議

会
に
〟〝
議
会
を
も
っ
と
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
〟と
の
思
い
で
、平
成

22
年
か
ら〝
議
会
報
告
会
〟を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
事
に
よ
り
報
告
の

内
容
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
等

の
結
果
か
ら
市
民
の
皆
様
に
は
一

定
の
評
価
を
い
た
だ
け
て
い
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。最
大
の

課
題
は
い
か
に
市
民
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
か
で
す
。今
ま

で
に
4
0
0
名
余
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、今
以

上
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
東
御

市
に
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
実
行
委
員
長　
三
縄
雅
枝
）

答　

土
地
開
発
公
社
の
方
針

は
こ
れ
以
上
の
負
債
を
抱
え
な

い
よ
う
に
し
、健
全
財
政
に
努

め
る
こ
と
。市
の
財
政
は
起
債

の
割
合
が
9
・
4
%
と
合
併
当

時
か
ら
減
少
し
て
お
り
、公
債

比
率
を
下
げ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
る
。（
土
地
開
発
公
社
の
問

題
は
、平
成
25
年
11
月
1
日
発

行
の
議
会
だ
よ
り
第
39
号
で
特

集
し
て
い
ま
す
。）

ぶ
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か

答　

大
田
区
と
は
災
害
時
応

援
協
定
が
あ
り
、
11
月
7
日

に
も
正
副
議
長
、
市
長
等
が

「
O
T
A
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

に
参
加
し
て
き
た
。東
御
市
の

農
産
物
の
販
売
も
長
い
間
続
け

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、市
議
会

と
し
て
は
今
後
の
た
め
に
観
光
、

人
の
交
流
を
大
田
区
議
会
と
の

交
流
を
踏
ま
え
て
深
め
て
い
き

た
い
。

問
　
昨
年
の
議
会
報
告
会
で

も
質
問
し
た
が
、土
地
開
発
公

社
の
赤
字
に
30
億
円
も
の
借

り
入
れ
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

市
民
が
背
負
わ
さ
れ
る
必
要
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。東
御
市

の
財
政
は
あ
ま
り
に
も
ず
さ
ん

で
は
な
い
か
。

う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、聴
覚

障
が
い
者
の
た
め
に
は
字
幕
が

必
要
だ
。

答　

現
在
は
上
田
ケ
ー
ブ
ル

の
映
像
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い

る
段
階
。費
用
も
掛
か
る
の
で
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
防
災
ラ
ジ
オ
で
の
放
送

は
聴
覚
障
が
い
者
に
は
わ
か
ら

な
い
。ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

答　

市
民
の
安
心
安
全
を
求

め
る
の
が
市
だ
が
、現
段
階
で

は
隣
組
等
の
公
助
・
共
助
等
に

よ
る
と
考
え
る
。今
後
良
い
方

法
等
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問
　
今
回
の
報
告
会
で
は
大

田
区
の
話
が
な
か
っ
た
。様
々

な
面
で
大
田
区
と
協
力
、そ
し

て
も
っ
と
大
田
区
か
ら
人
を
呼

問
　
市
内
4
温
泉
施
設
が
赤

字
の
状
態
、東
御
市
も
視
察
し

た
須
坂
市
の「
湯
っ
蔵
ん
ど
」

の
よ
う
に
、委
託
し
て
黒
字
に

で
き
な
い
か
。

答　

委
員
会
で
視
察
を
し
た
が
、

同
じ
や
り
方
が
そ
の
ま
ま
東
御

市
で
可
能
か
ど
う
か
十
分
議
論

が
必
要
。ま
ず
は
市
民
の
皆
様
に

利
用
し
て
ほ
し
い
。赤
字
の
縮
減

に
つ
い
て
は
議
会
と
し
て
市
側

に
提
言
し
て
い
く
。

問
　
市
議
会
一
般
質
問
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
よ

市民の声に
耳傾ける議会に

議会報告会
とは

市民に開かれた議会
を

寄せられたご意見やご提言をこれからの議会活動に活かしてまいります

●大勢にでかけてもらいたい（議会報告会に）	 （70代男性）
●委員会の活動が説明されており、わかりやすかった
	 	 （40代男性）
●議員から直接説明を受けたことは大変良かった。多くの市民を
もっと集めるようにしてほしい	 （60代男性）

●参加者がおじさんばかり。とっつきやすい内容にし、若い人・主
婦に来てもらえるように工夫を	 （40代男性）

●議会で決定されたことがその後どうなったか、それにより今後
どうするか等を市民に報告してほしい	 （60代男性）

●各委員会の報告がわかりやすく良かった。パワーポイントと発
表者の意思が通っていた	 （70代男性）

●議会に対しての要望を聞くことに重点（時間の確保）、議会報
告会を短くすること	 （70代男性）

●全議員が参加しており熱意を感じた。意見交換会の前に事前の
質問状を提出させたほうがよい	 （70代男性）

●もっともっと身近な議会になっていって下さい	（60代男性）
●議会と市長は議決機関と執行機関で各々が独立しているもの。
議会と市長がなあなあになると厳正なチェックが出来ない。議
員の立場をきちんとして欲しい	 （70代男性）

●今後定数17名で常任委員会等審議が心配です。議会は大変大
切であり、今まで同様、市民の声を十分聞き、市政に対ししっか
りチェックをお願いいたします	 （60代男性）

●さらなる開かれた議会にするように期待します	（60代男性）
●若い人達との意見交換の出来る場をつくっていただきたい
	 	 （70代男性）
●各委員会の先進地視察は非常に結構だと思う。せっかくの視察
結果を東御市でも生かしてほしい。インターネットの活用は良
いことだ	 （70代男性）

●議員報酬が県内の市の中程度ないと若い人には参加できない
と考えます。請願陳情が特定の団体に集中、議員の皆様、積極的
に広い意見を拾う努力をして下さい	 （60代男性）

議会報告会
アンケート

寄せられた
主なご意見

寄せられた
主なご意見

議会報告会
アンケート

寄せられた
主なご意見

寄せられた
主なご意見

議会報告会
アンケート

寄せられ
た主なご

意見
寄せられ

た主なご
意見 議会報告会

アンケート

報告会の
内容 良かった

46％
普通
38％

その他
4％

未回答
12％

報告会良かっ
た

46％

参加された
理由

興味があるから
81％

意見があるから
8％

役職だから
26％

その他
6％

議会報告会
アンケート

寄せられた
主なご意見

寄せられた
主なご意見

　
今
回
で
5
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会
が
11
月
11
日
、午
後
の
部
と
夜
の
部
の
2
回
、中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、約
60
人
の
市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
も
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、各
常
任
委

員
会
等
の
日
々
の
活
動
を
報
告
。参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
担
当
常
任
委
員
長
、議
員
が
答
え
、

交
流
し
ま
し
た
。（
16
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

市
内
温
泉
施
設につ

い
て

障
が
い
を

お
持
ち
の
方
々
へ
の

配
慮
に
つ
い
て

姉
妹
提
携
し
て
い
る

大
田
区
に
つ
い
て

土
地
開
発
公
社につ

い
て

議
会
に
対
す
る叱咤

激
励

議会報告会とは
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第
4
回
定
例
会
で
可
決
・
同
意

し
た
補
正
予
算
、条
例
等

平成27年
◆
平
成
27
年
度
一
般
会
計（
第
6
号
）

　
　

3
億
8
8
9
5
万
5
千
円
を

追
加
し
、総
額
は
1
5
1
億
2

4
8
7
万
3
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

※
詳
し
く
は
3
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

◆
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計（
第
1
号
）　

　
　

9
2
2
万
9
千
円
を
追

加
し
、総
額
は
38
億
4
4
2

2
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
更
正

決
定
等
に
伴
う
過
年
度
還
付

金
の
増
及
び
医
療
給
付
費
国

庫
負
担
金
の
前
年
度
清
算
返

還
金
に
伴
う
増
補
正
で
す
。

◆
東
御
市
議
会
議
員
及
び
東
御
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

　
　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
基

づ
き
市
議
会
議
員
選
挙
及
び

市
長
選
挙
に
係
る
選
挙
運
動

費
用
の
一
部
を
公
費
負
担
す

る
も
の
で
す
。

◆
東
御
市
個
人
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
条
例

　
　

個
人
番
号
の
利
用
に
関
し
、

補
正
予
算
　
2
件

条
例
の
新
設
　
2
件

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
務

及
び
法
に
定
め
ら
れ
た
以
外

の
事
務
に
つ
い
て
、事
務
の

名
称
及
び
特
定
個
人
情
報
の

内
容
な
ど
を
規
定
す
る
も
の

で
す
。

◆
東
御
市
芸
術
む
ら
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
明
神

館
の
日
帰
り
利
用
時
間
及
び

宿
泊
利
用
料
金
の
改
正
及
び

公
園
内
に
農
林
業
体
験
交
流

施
設
を
設
置
し
、施
設
の
利

用
時
間
及
び
利
用
料
金
を
定

め
る
も
の
で
す
。

　

他
4
件

◆
明
神
館
改
修
増
築
工
事

　
　

7
9
9
万
2
千
円
の
増

額
で
、変
更
後
の
金
額
は
2

億
9
2
3
5
万
円
6
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆
羽
毛
山
地
籍
の
羽
毛
山

工
業
団
地
内
の
1
筆
、

1
万
5
9
6
5
・
45
㎡
の
用

地
を
、長
野
ト
ヨ
タ
自
動
車

㈱
に
、2
億
1
4
2
0
万
円

で
売
却
し
ま
し
た
。

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

財
産
の
処
分

採決結果:◎全会一致で可決、同意、承認○賛成多数で可決　×否決

定例会の提出案件の審議結果第4回
議案番号 案　　件 採決

結果
常任委員会審査結果

総務文教 社会福祉 産業建設

議案第81号 平成27年度東御市一般会計補正予算（第6号） ◎ ― ― ―

議案第82号 平成27年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―

議案第83号 東御市議会議員及び東御市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例 ◎ ◎

議案第84号 東御市個人番号の利用等に関する条例 ○ ○

議案第85号 東御市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び
東御市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第86号 東御市税条例等の一部を改正する条例 ○ ○

議案第87号 東御市芸術むら公園条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第88号 東御市青年研修センター条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第89号 明神館改修増築工事変更請負契約の締結について ◎ ― ― ―

議案第90号 財産の処分について ◎ ◎

陳情第40号 沖縄の米軍普天間飛行場代替施設建設の早期実現、沖縄米軍基地の整備縮
小及び負担軽減を求める意見書の採択を求める陳情

議席
配布 ― ― ―

陳情第41号 複数税率による軽減税率の導入実現を求める陳情書 採択 採択

陳情第42号 マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等自治体の負担軽減を求め
る陳情書 採択 採択

陳情第43号 介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める陳情 一部採択 一部採択

陳情第44号 安全保障関連法の廃止と立憲主義の回復を求める意見書の提出を求める陳情 不採択 不採択

議員提出
議案第12号 東御市議会の議員の定数に関する条例の一部を改正する条例の提出について ○ ― ― ―

議員提出
議案第13号 複数税率による軽減税率の導入実現を求める意見書の提出について ○ ― ― ―

議員提出
議案第14号

マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等自治体の負担軽減を求め
る意見書の提出について ◎ ― ― ―

議員提出
議案第15号 介護労働者の処遇改善を求める意見書の提出について ◎ ― ― ―

常任委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

条
例
の
一
部
改
正
　
5
件

▼

見
通
し
が
悪
い

田
中
小
前
の
市
道

市民の声に耳傾ける議会に

障がい者には緊急時に不安です
【北御牧　Mさん】

審議経過・内容を知りたい
【本海野　Ｓさん】

道幅が狭く通学時にあぶない
【田中　Yさん】市で設置

している
エレベー

ターは、停電や災
害等の緊急時に
は、最寄の階に
停止し扉が開く
ようになってお
り、閉じ込め防
止装置が設備さ
れています。                          

　また、市役所本館のエレベーター
は、ガラス窓により内部が見通せる造りになっていま
すが、中央公民館設置のものなどその多くは窓が無く、
緊急時には、ご不安になる場面も考えられます。その際
には、外部にその事態を知らせる緊急ボタンにより、常
に職員が駆けつける体制になっています。
　聴覚のご不自由な方には、内部の操作パネル上部に
緊急事態を知らせるメッセージボードも設備されてお
り、安心してご利用ただけるよう配慮しております。

請願・陳情は、各所管の常任委員会にその審査が
附託され、慎重審議の上、委員会として採択・不

採択を決定し、議長へ報告後、本会議で議決をいたして

います。           
　本請願の委員会審査では、主旨は理解できるものの、
請願趣旨に記載された請願者の主観的意見が含まれて
いる内容、全体的文言には賛成できないという意見があ
り、反対多数で不採択となり、本会議においても同様に、
不採択と決定しました。                           
　しかし、請願の主旨は理解できることから、議員提出
議案として、慎重審議を求める意見書の提出を本会議で
議決しました。 

田中小学校南の田中から本海野に抜ける道
は「道幅が狭く制限時速30kmを守らない車
が多い。通学する児童などに危険なことが多

く夕方は特に危ない。」とのことでした。
　早速現地調査を実施し、市の担当部局へ状況を説
明する中で、「必要に応じ運転者に対して注意を促す
立て看板等表示の設置を行うなど、適宜適切な交通
安全対策をとるよう」要請しました。

Q

Q

Q

A

A

A

市役所内のエレベーター

安全保障法案に関する陳情の不採択

田中小付近の通学路の安全

その場でお答えできなかった事項につ
いて、担当部局と相談したり、現地調査
もおこない、文書で回答しました。

議会報告会での

質問にお答えし
ます

下記以外の議案等は、全会一致でした。

　本会議での各議員の賛否　（賛成「○」、反対「●」、議長「/」）

定例会の議決結果
議
　
案
　
番
　
号

会派名・議員名

案　件

東翔の会 太陽と風の会 さわやかな
風の会 公明党 高志会 日本

共産党

清
水
　
新
一

栁
澤
　
旨
賢

青
木
　
周
次

横
山
　
好
範

佐
藤
　
千
枝

櫻
井
　
寿
彦

阿
部
貴
代
枝

若
林
　
幹
雄

蓮
見
　
喜
昭

井
出
　
進
一

長
越
　
修
一

依
田
　
俊
良

山
崎
　
康
一

依
田
　
政
雄

三
縄
　
雅
枝

堀
　
　
高
明

町
田
　
千
秋

平
林
　
千
秋

窪
田
　
俊
介

議案第84号 東御市個人番号の利用等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第86号 東御市税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

陳情第41号 複数税率による軽減税率の導入実現を求める陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

陳情第44号 安全保障関連法の廃止と立憲主義の回復を求める意見書の提出を求める陳情 ● ● ● ● ● / ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

議員提出議案
第12号

東御市議会の議員の定数に関する条例
の一部を改正する条例の提出について ○ ○ ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議員提出議案
第13号

複数税率による軽減税率の導入実現を
求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

▼中央公民館のエレベ
ーター
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な
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ぎかい

2016年2月1日　東御市議会だより48号 平成28年2月１日　東御市議会だより48号   1819

　平成27年2月に議長
から議会改革について
諮問があり、その内容を

検討するため、議会改革調査研究
委員会が設置され4回、同年6月
には議会改革特別委員会が設置
され7回、あわせて11回の委員会
が開催され、調査研究を行ってき
ました。
　この議員数で十分な議会審議が可能か、住民の意向把握に支障が出ないか等審
議しました。また、平成27年4月に議員定数と委員会数の改革を行った大町市議
会の状況について調査しました。
　なお、特別委員会は各会派から選出された9名の議員で構成しています。

　平成16年合併時の36人が、同年の改選時に22人に、平成20年
の改選時に19人に改正しています。（6ページ参照）

県内市議会の状況は表の通りです。

①常任委員会の設置の見直しについて
　常任委員会の数を現在の総務教育、社会福祉、産業建設の3委員会から2委員会
に変更することを、委員会として決定しました。一委員会の委員数は8名（議長を

除く）となり、委員会審議のため一定の委員数は確保されます。
　　常任委員会の名称や所管部門は、今後決定します。
②議会基本条例の制定について
　　議会基本条例は、より開かれた議会をめざし、議会の運営など基本方針を定めたもの
で、地方自治体において全国的に制定されてきています。
　東御市議会として、その必要性などについて検討しています。
③審議会等への議員参画について　
　　市の設置する審議会や委員会に、議会から委員
として派遣されているものがいくつかあります
が、その内容や妥当性について検討しています。

A

A

A

今までの議員数はどうなっていますか？

他市の議員数はどうなっていますか？

Q
質問

Q
質問

？

　12月定例会において、議員定数を次回改選時
（平成28年11月）から2人減らし17人とする条
例改正が、議員提案され可決しました。
　議会改革の他の事項についても審議が進めら
れています。

その他どんなことが検討されていますか？Q
質問

A

市名
人口

（H27.10.1）
毎月人口異動調査より

議員定数 議員１人当たり
の人口 委員会数

長 野 市 376,624 39 9,657 4
松 本 市 241,543 31 7,792 4
上 田 市 156,108 30 5,204 4
飯 田 市 101,743 23 4,424 3
佐 久 市 99,252 28 3,545 3
安曇野市 95,503 25 3,820 4
伊 那 市 68,600 21 3,267 3
塩 尻 市 66,883 18 3,716 3
千 曲 市 60,383 22 2,745 3
茅 野 市 55,401 18 3,078 3
須 坂 市 50,576 20 2,529 3
岡 谷 市 50,143 18 2,786 3
諏 訪 市 49,828 15 3,322 2
中 野 市 43,950 20 2,198 3
小 諸 市 42,908 19 2,258 3
駒ヶ根市 32,434 15 2,162 3
大 町 市 28,032 16 1,752 2
飯 山 市 21,468 16 1,342 2
東 御 市 29,864 17 1,572 （2）

議会改革 審議議会改革 審議
進行中！

議会改革特別委員会での会議の様子

大町市議会での視察の様子

東御市議会の議員の定数に関する条例の一部を改正する条例の採決

議員定数改正については、
どのような経過で決められたのですか？Q

質問

※東御市について議員定数は改正後、委員会数は審議中
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こ
の
議
会
だ
よ
り
が
届
く
頃
の
気
候
は
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。今
、正
月
の
松
の
内
に
原

稿
を
書
い
て
い
ま
す
が「
各
地
に
よ
っ
て
は
、

4
月
頃
の
陽
気
で
、日
中
は
コ
ー
ト
が
邪
魔

に
」な
ど
と
予
報
士
が
伝
え
て
い
ま
す
。寒
い

季
節
は
や
は
り
寒
く
な
い
と
、何
だ
か
、後
が

不
安
な
感
じ
で
す
。

　

今
年
一
月
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

開
始
に
伴
い
、市
役
所
の
窓
口
で
社
会
保
障

や
税
関
係
の
一
部
の
手
続
き
を
す
る
際
に
個

人
番
号
の
記
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
。行
政

事
務
の
効
率
化
が
狙
い
と
か
で
す
が
、し
ば

ら
く
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
を
実
感

で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

個
人
情
報
の
流
失
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
た
企
業
等
の
話
題
が
盛
ん
に
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。　

　

自
分
の
事
は
自
分
で
し
っ
か
り
守
り
ま
し

ょ
う
。

ご 意 見 ご 感 想
　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想また、市議会へのご意見・ご
要望もお受けしていますので、下記
までお寄せください。

［東御市議会広報紙］　第48号　◆発行/東御市議会　◆発行責任者/東御市議会議長　櫻井　寿彦
◆発行日/平成28年2月1日   ◆編集/東御市議会広報調査特別委員会　印刷/中沢印刷株式会社

　

田
沢
と
い
っ
て
も
お
ら
ほ
村

は
、北
は
金
原
ダ
ム
か
ら
南
は
湯

楽
里
館
ま
で
を
含
む
範
囲
を
指

し
ま
す
が
、こ
の
村
の
中
に
は
浅

間
高
原
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
大
田

区
休
養
村
が
あ
り
、ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
が
1
軒
と
ワ

イ
ナ
リ
ー
が
3
軒
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
旅
行
客
も
多
い
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
を
村
の
中
に

招
き
入
れ
、住
民
と
交
流
を
深
め

て
、ゆ
く
ゆ
く
は
移
住
ま
で
考
え

て
も
ら
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

11
月
30
日
、東
京
の「
銀
座

N
A
G
A
N
O
」
で
、「
田
沢
お

ら
ほ
村・小
さ
な
田
舎
の
魅
力
を

知
る
夕
べ
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。み
ん
な
で
東

京
に
出
か
け
て
い
っ
て
、村
で
つ

く
っ
て
い
る
リ
ン
ゴ
や
コ
メ
や

豆
や
雑
穀
な
ど
を
即
売
し
、手

づ
く
り
の
煮
物
や
漬
物
を
肴
に

ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
も

ら
お
う
と
い
う
、田
舎
暮
ら
し
を

P
R
す
る
催
し
で
す
。

　

ど
の
く
ら
い
お
客
さ
ん
が
集

ま
っ
て
く
れ
る
か
心
配
で
し
た

が
、3
時
か
ら
7
時
ま
で
2
階
の

会
場
は
つ
ね
に
満
員
の
大
盛
況

で
、ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
の
お
か
げ

で
都
会
の
お
客
さ
ん
と
村
民
の

会
話
も
弾
み
大
成
功
。同
時
に
市

が
4
階
で
開
い
た
移
住
相
談
の

窓
口
に
も
若
い
人
た
ち
が
相
談

に
来
て
い
ま
し
た
。

　
田
沢
お
ら
ほ
村
は
、田
沢
区
の

住
民
有
志
に
よ
る
地
域
活
性
化

を
め
ざ
す
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
3
年
前
に
発
足
し
、名
所
旧
跡

の
案
内
看
板
を
立
て
た
り
、里
山

の
遊
歩
道
を
整
備
し
た
り
、地
域

の
住
民
と
外
か
ら
訪
ね
て
来
る

人
と
の
接
点
を
つ
く
る
た
め
の

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

この広報は議員の自主編集で発行しています。

銀座NAGANOでイベント
田沢おらほ村　玉村 豊男

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

▲にぎわった「銀座NAGANO」でのイベント▲村内地
図の看板

阿
部
　
貴
代
枝

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 第１回定例会における一般質問は

3月7日〜8日に予定されています。


